
　
昨
年
、
開
業
１
０
０
周
年
を
迎

え
た
東
京
駅
。
こ
の
日
本
を
代
表

す
る
近
代
建
築
を
設
計
し
た
辰
野

金
吾
に
よ
る
建
物
が
、
大
分
市
内

に
も
あ
る
。
そ
れ
が
、
大
分
銀
行

赤
レ
ン
ガ
館
（
旧
第
二
十
三
国
立

銀
行
本
店
＝
写
真
上
）
だ
。
輸
入

赤
煉
瓦
に
白
い
御
影
石
の
帯
を
巡

ら
せ
、
ド
ー
ム
を
配
し
た
い
わ
ゆ

る
「
辰
野
式
」。
地
元
の
建
設
会

社
が
工
事
を
担
当
し
、
１
９
１
３

（
大
正
２
）
年
に
竣
工
し
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
末
期
に
は
空
襲
で

壁
の
み
を
残
し
て
焼
失
し
た
も
の

の
、
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
、

外
部
は
ほ
ぼ
以
前
の
ま
ま
、
内
部

も
元
の
状
態
に
近
づ
け
る
形
で
復

旧
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
こ
の
素
晴

ら
し
い
建
物
を
愛
す
る
大
分
市
民

戦災復旧工事後の大分合同銀行（当時）本館 建設途中の二十三銀行本店

の
熱
意
と
、
建
物
を
作
っ
た
先
人

た
ち
へ
の
敬
意
が
あ
っ
た
の
だ
。

　
大
分
は
建
築
家
・
磯
崎
新
の
故

郷
。
今
も
多
く
の
磯
崎
建
築
が
残

さ
れ
て
い
る
。「
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
」

に
転
用
さ
れ
た
旧
大
分
県
立
図
書

館
（
１
９
６
６
年
築
）
も
そ
の
一

つ
。新
図
書
館
の
建
設
に
よ
っ
て
、

建
物
は
解
体
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
地
元
の
文
化
人
と
多
く
の

人
々
の
声
で
保
存
が
決
定
。
改
装

後
の
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
、

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
の
柿
落
と
し
展
と

な
っ
た
の
は
風
倉
匠
、
赤
瀬
川
原

平
ら
中
心
人
物
が
大
分
に
ゆ
か
り

の
深
い
「
ネ
オ
・
ダ
ダJAPAN

 
1958-1998

」
だ
っ
た
。

　
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
を
巡
る
、
一
連

の
大
分
ア
ー
ト
運
動
の
成
功
を
受

け
て
誕
生
し
た
が
、
大
分
市
美
術

館
（
1
９
９
９
年
築
）
だ
。
そ
の

陰
に
は
、
大
分
を
代
表
す
る
財
界

人
・
川
崎
裕
一
（
佐
伯
建
設
前
会

上／世田谷美術館で知られる建
築家・内井昭蔵設計の大分市美
術館。珪藻土などの自然素材を
多用し、周囲の自然環境と一体化
している。

右／磯崎新の初期の代表作であ
るアートプラザ（旧大分県立図書
館）。コンクリート打ちっぱなし
と正方形断面の中空梁が非常に
力強い造形を生み出している。

左・磯崎新、左から2人目・風倉匠、右・川崎裕一
（1998 年、於アートプラザ）

風倉、川崎らと並んで中央に赤瀬川原平の顔も見える
（1998 年、於アートプラザ）

1996（平成8）年、国の登録有形文化財に指定された大分銀行赤レンガ館（1996年撮影）

長
＝
故
人
）
と
菅す
が
あ
き
ら章（

大
分
市
美

術
館
館
長
）
の
協
働
が
あ
っ
た
こ

と
も
見
逃
せ
な
い
だ
ろ
う
。

建
築
と
ア
ー
ト
を
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
大
分
の
精
神
。

そ
れ
が
今
、
銀
座
で
新
た
な
実
を
結
ぶ
。
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大
分
の
赤
レ
ン
ガ
館
同
様
、
東

京
銀
座
の
昭
和
通
り
に
も
街
の
歴

史
を
見
守
っ
て
き
た
建
物
が
あ
る
。

そ
れ
が
、こ
こ
で
紹
介
す
る「
銀
座
レ

ト
ロ
ギ
ャ
ラ
リ
ーM

USEE
」
だ
。

　
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
の
は
、
先

に
紹
介
し
た
川
崎
裕
一
の
長
男
・

川
崎
力
宏
。
彼
が
建
築
と
ア
ー
ト

を
愛
す
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
受
け
継
い
で

い
る
の
は
、
こ
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を

見
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
建
物
を
購

入
し
た
当
初
は
、
解
体
し
、
建
築

家
・
藤
本
壮
介
に
よ
る
タ
ワ
ー
ビ

ル
新
築
を
計
画
し
て
い
た
が
、
昭

和
レ
ト
ロ
を
醸
し
出
す
建
築
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
保
存
・
再
生
を

決
意
。自
ら
改
修
工
事
を
指
揮
し
、

装
い
新
た
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て

再
生
さ
せ
た
の
だ
。

　
80
年
の
歴
史
を
持
つ
建
物
は
単

な
る
美
術
作
品
の
展
示
場
で
は
な

く
、
作
り
手
と
鑑
賞
者
に
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
、
人
々
と

の
新
た
な
出
会
い
が
生
ま
れ
る
特

別
な
場
。
ぜ
ひ
現
地
に
足
を
運
ん

で
そ
の
魅
力
を
感
じ
て
ほ
し
い
。

作
り
手
に
も
鑑
賞
者
に
も

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
る
、

80
年
の
歴
史
を
刻
む
建
物
が
持
つ「
場
の
力
」。

左／外観はもちろんのこと、建物
内部もクラシックな味わいを残し
ており、趣深い。

下／大分県日田市在住のガラス作
家カジワラ・邦によるステンドグラ
ス作品が建物を飾る。

画廊内に展示された風倉作品

大分出身の吉村益信を中心に、1960 年東京で結成された
前衛芸術グループ「ネオ・ダダイズム・オルガナイザーズ」。
彼ら「ネオダダ」は過激なアクション、廃物など卑俗なオ
ブジェの使用、即興的パフォーマンスなどを通して 60 年
代美術シーンをリードし、その後の
日本美術界に大きな影響を与えた。

「ネオダダ」メンバーの風倉匠の作
品を中心に、当時の活動と現代とを
重ね合わせようとする展覧会だ。

展覧会情報 2015 年 5月 7日（木）〜24日（日）／11:00–18:00
※月曜日、火曜日は休廊

風倉匠

OITA to TOKYO
= ネオダダから始まるアート・ムーヴメント =

005

ー 銀座レトロギャラリー MUSEE ー


